
エックス線作業主任者試験Ａ

受験番号 ｴｯｸｽ線Ａ

１／５

（エックス線の管理に関する知識）

問 １ 下図のように、エックス線装置を用いて鋼板の透過

写真撮影をする場合、エックス線管の焦点から管理区

域の境界線上のＰ点までの距離として、最も短いもの

は（１）～（５）のうちどれか。

ただし、計算は次のＡからＥの条件により行うもの

とする。

Ａ １枚の写真撮影に必要な露出時間は９０秒であ

る。

Ｂ 写真撮影は１日に２２枚、かつ、１週間に３日

行う。

Ｃ 写真撮影中、鋼板を透過したエックス線の１cm

線量当量率は、エックス線管の焦点から１ｍの距

離において０.９mSv/minとする。

Ｄ 散乱線による影響は無いものとする。

Ｅ ３月は１３週とする。

鋼板

Ｐ

エックス線

管の焦点

（１）１８ｍ

（２）２２ｍ

（３）２６ｍ

（４）３０ｍ

（５）３４ｍ

問 ２ エックス線管の焦点から１ｍ離れた点での１cm線量

当量率が２mSv/minであるエックス線装置を用い、細い

線束として厚さ１０mmの鋼板と厚さ５０mmのアルミニ

ウム板にそれぞれ別々に照射したところ、これを透過

したエックス線の１cm線量当量率がエックス線管の焦

点から１ｍ離れた点でいずれも０.２mSv/minであった。

同じ照射条件で、厚さ１５mmの鋼板と厚さ２５mmの

アルミニウム板を重ね合わせ４０mmとした板に照射す

ると、エックス線管の焦点から１ｍ離れた点における

透過後の１cm線量当量率は何μSv/minになるか。

ただし、鋼板及びアルミニウム板を透過した後のエ

ックス線の実効エネルギーは、透過前と変わらないも

のとし、散乱線による影響は無いものとする。

（１） １０

（２） ２０

（３） ５０

（４） ８０

（５）１００

問 ３ エックス線装置を用い、管電圧２６０kVで、厚さ２０

mmの鋼板にエックス線のビームを垂直に照射した。

このとき、鋼板の照射野の中心から２ｍの位置にお

いて、散乱角と散乱線の空気カーマ率との関係を求め

たところ、散乱角３０°方向ではＡmGy/ｈ、４５°方

向ではＢmGy/ｈ、１２０°方向ではＣmGy/ｈ、１３５°

方向ではＤmGy/ｈであったものとする。

ＡとＢ、ＣとＤの大きさを比較した結果として、最

も適当なものは次のうちどれか。

（１）Ａ Ｂ，Ｃ Ｄ＞ ＞

（２）Ａ Ｂ，Ｃ Ｄ＞ ＜

（３）Ａ Ｂ，Ｃ Ｄ＝ ＜

（４）Ａ Ｂ，Ｃ Ｄ＜ ＞

（５）Ａ Ｂ，Ｃ Ｄ＜ ＝



問 ４ エックス線と物質との相互作用に関する次の記述の

うち、誤っているものはどれか。

（１）電子対生成とは、エックス線の光子が原子核の近

傍を通過するとき電子と陽電子の対を作り光子は消

滅する現象である。

（２）入射エックス線のエネルギーが電子１個のエネル

ギーに相当する０.５１ＭeＶ以上になると、電子対

生成が生じるようになる。

（３）光電効果とは、エックス線の光子が軌道電子に全

エネルギーを与え、電子が原子の外に飛び出し、光

子は消滅する現象である。

（４）コンプトン効果とは、光子が軌道電子と衝突し、

電子が原子の外に飛び出し、光子は運動の向きを変

える現象であり、散乱するエックス線の波長は入射

エックス線の波長より長くなる。

（５）約１ＭeＶのエネルギーのエックス線が鉄を透過す

る場合、コンプトン効果の起こる確率は光電効果の

起こる確率より大きい。

問 ５ 連続エックス線が物体を透過する場合の減弱等に関

する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）連続エックス線が物体を透過すると、全強度は低

下するが、特に低エネルギー成分の減弱が著しい。

（２）連続エックス線が物体を透過すると、実効エネル

ギーは物体の厚さの増加に伴い小さくなる。

（３）半価層の厚さは、同じ物体であっても、照射する

エックス線の実効エネルギーによって異なる。

（４）管電圧が高くなるに従って、発生する連続エック

ス線の平均減弱係数は小さくなる。

（５）管電圧と管電流を一定にして発生させた連続エッ

クス線を厚さの等しい鋼板と鉛板にそれぞれ透過さ

せた場合には、鉛板の方が減弱が大きい。

ｴｯｸｽ線Ａ

２／５

問 ６ エックス線に関する次の記述のうち、正しいものは

どれか。

（１）特性エックス線は、高速の電子が物質中を通過す

る際、原子核近傍の強い電場により減速され、運動

エネルギーの一部を電磁波の形で放出したものであ

る。

（２）エックス線管の管電圧を高くすると、特性エック

ス線の波長は、短くなる。

（３）制動エックス線は、原子核のエネルギー準位の遷

移に伴い、原子核から放出される。

（４）制動エックス線を発生させるために必要な管電圧

の限界値を励起電圧という。

（５）制動エックス線のエネルギー分布は連続スペクト

ルを示す。

問 ７ エックス線装置に関する次のＡからＤまでの条件変

化のうち、発生する連続エックス線の最短波長も最高

強度を示す波長も変化しないが、エックス線の全強度

を大きくするものの組合せは（１）～（５）のうちど

れか。

Ａ 管電圧を上げ、管電流も増加させる。

Ｂ 管電圧を上げ、管電流は一定にする。

Ｃ 管電圧を一定にして、管電流を増加させる。

Ｄ 管電圧及び管電流を一定にして、ターゲットを

原子番号の大きな元素にする。

（１）Ａ，Ｂ

（２）Ａ，Ｃ

（３）Ｂ，Ｃ

（４）Ｂ，Ｄ

（５）Ｃ，Ｄ

問 ８ 次のエックス線装置とその原理との組合せのうち、

正しいものはどれか。

（１）エックス線応力測定装置 ……………… 回折

（２）エックス線マイクロアナライザー …… 散乱

（３）エックス線厚さ計 ……………………… 分光

（４）蛍光エックス線分析装置 ……………… 散乱

（５）エックス線透過試験装置 ……………… 回折



問 ９ エックス線管に関する次のＡからＤまでの記述につ

いて、正しいものの組合せは（１）～（５）のうちど

れか。

Ａ エックス線管から発生するエックス線は、制動

放射による連続エックス線とターゲット金属に特

有な線スペクトルを示す特性エックス線が混在し

たものである。

Ｂ 陽極には、発生したエックス線を集束させるた

めに集束筒(集束カップ)が設けられている。

Ｃ 陽極のターゲットには、原子番号が大きく融点

の高いタングステンのほか、銅、モリブデンなど

が用いられている。

Ｄ ターゲット上の、電子が衝突しエックス線が発

生する部分を実効焦点といい、ほぼ円形となる。

（１）Ａ，Ｂ

（２）Ａ，Ｃ

（３）Ｂ，Ｃ

（４）Ｂ，Ｄ

（５）Ｃ，Ｄ

問１０ 管理区域設定のための外部放射線の測定に関する次

のＡからＤまでの記述について、正しいものの組合せ

は（１）～（５）のうちどれか。

Ａ あらかじめ計算により求めた１cm線量当量等の

低い箇所から逐次高い箇所への順に測定していく。

Ｂ 壁等の構造物によって区切られた境界の近辺に

ついては、測定を省略してよい。

Ｃ 測定に先立ちバックグラウンド値を調査してお

き、これを測定値から差し引いて補正する。

Ｄ フィルムバッジ等の積算型放射線測定器を用い

て測定してはならない。

（１）Ａ，Ｂ

（２）Ａ，Ｃ

（３）Ｂ，Ｃ

（４）Ｂ，Ｄ

（５）Ｃ，Ｄ

ｴｯｸｽ線Ａ

３／５

（ 関 係 法 令 ）

問１１ 電離放射線障害防止規則に基づく健康診断に関する

次の記述のうち、正しいものはどれか。

（１）放射線業務歴のない者を雇い入れて放射線業務に

就かせるときには、雇入れ時の健康診断を行う必要

はない。

（２）常時放射線業務に従事する労働者ではないが、管

理区域に一時的に立ち入るものについても、健康診

断を行わなければならない。

（３）健康診断の項目のうち、被ばく歴の有無の調査及

びその評価については、省略することが認められて

いない。

（４）雇入れ時の健康診断において、医師が必要でない

と認めるときは、被ばく歴の有無の調査及びその評

価を除く他の項目については省略することができる。

（５）健康診断を行ったときは、遅滞なく、電離放射線

健康診断個人票を所轄労働基準監督署長に提出しな

ければならない。

問１２ エックス線装置を使用して放射線業務を行う作業場

の作業環境測定に関する次のＡからＤまでの記述につ

いて、正しいものの組合せは（１）～（５）のうちどれか。

Ａ 測定は、６月以内（エックス線装置を固定して

使用する場合において使用の方法及び遮へい物の

位置が一定しているときは１年以内）ごとに１回、

定期に行わなければならない。

Ｂ 測定の結果は、見やすい場所に掲示する等の方

法により、管理区域に立ち入る労働者に周知させ

なければならない。

Ｃ 測定を行ったときは、その都度一定の事項を記

録し、５年間保存しなければならない。

Ｄ 測定を行ったときは、その結果を所轄労働基準

監督署長に報告しなければならない。

（１）Ａ，Ｃ

（２）Ａ，Ｄ

（３）Ｂ，Ｃ

（４）Ｂ，Ｄ

（５）Ｃ，Ｄ



問１３ 放射線装置室に関する次のＡからＤまでの記述につ

いて、正しいものの組合せは（１）～（５）のうちどれか。

Ａ 放射線装置室には、放射線業務従事者以外の者

を立ち入らせてはならない。

Ｂ 装置の外側における外部放射線による１cm線量

当量率が２０μSv/ｈを超えないように遮へいされ

たエックス線装置については、放射線装置室内に

設置しなくてもよい。

Ｃ 管電圧２５０kＶ以下のエックス線装置を放射

線装置室内に設置して使用するときは、装置に電

力が供給されている旨を関係者に周知させる措置

として、自動警報装置以外の手動によるものを用

いてよい。

Ｄ 既設の放射線装置室に、新たに放射線装置を設

置しようとする事業者は、その計画を当該工事開

始の日の３０日前までに、所定の届書等により、

所轄労働基準監督署長に届け出なければならない。

（１）Ａ，Ｂ

（２）Ａ，Ｃ

（３）Ｂ，Ｃ

（４）Ｂ，Ｄ

（５）Ｃ，Ｄ

問１４ 特定エックス線装置の使用に関する次の文中の

内のＡからＣに入れる語句の組合せとして、正

しいものは（１）～（５）のうちどれか。

「特定エックス線装置を使用するときは、原則とし

て、利用線錐の放射角がその使用の目的を達するため
す い

に必要な角度を超えないようにするための Ａ 又は

しぼりを用いなければならない。

また、作業の性質上 Ｂ を利用しなければならな

い場合又は労働者が Ｂ を受けるおそれがない場合

を除き、 Ｃ を用いなければならない。」

Ａ Ｂ Ｃ

（１）照 射 筒 軟 線 ろ 過 板

（２）遮へい物 硬 線 照 射 筒

（３）ろ 過 板 軟 線 照 射 筒

（４）照 射 筒 硬 線 ろ 過 板

（５）ろ 過 板 散乱線 鉛ガラス

ｴｯｸｽ線Ａ

４ ／５

問１５ 男性の放射線業務従事者について、放射線にさらさ

れるおそれの多い部位を順に並べた次の（１）～（５）

のうち、外部被ばくによる線量の測定にあたり、放射

線測定器を胸部及び頭部の計２箇所に装着しなければ

ならないものはどれか。

（１）頭部＞腹部＞胸部

（２）胸部＞頭部＞腹部

（３）手指＞頭部＞胸部

（４）胸部＞頭部＞手指

（５）手指＞胸部＞頭部

問１６ 放射線業務従事者の被ばく状況が次のような場合、

速やかに医師の診察又は処置を受けさせなければなら

ないと判断されるものはどれか。

（１）初めて放射線業務に従事した１年以内で、受けた実

効線量が、３０mSvに達した男性の放射線業務従事者

（２）１年以内に眼の水晶体に受けた等価線量が、１００

mSvに達した女性の放射線業務従事者

（３）１年以内に皮膚に受けた等価線量が、１５０mSvに

達した女性の放射線業務従事者

（４）緊急作業に従事した間に皮膚に受けた等価線量が、

３００mSvである男性の放射線業務従事者

（５）緊急作業に従事した間に眼の水晶体に受けた等価

線量が、２００mSvである男性の放射線業務従事者

問１７ 屋外で工業用エックス線装置を使用するとき、次の

ＡからＤまでの場所のうち、原則として労働者の立ち

入りを禁止しなければならない場所の組合せとして、

正しいものは（１）～（５）のうちどれか。

ただし、いずれの場所も、被照射体からの距離は、

５ｍを超えているものとする。

Ａ エックス線管の焦点から３ｍで、外部放射線に

よる実効線量が１週間につき０.５mSvの場所

Ｂ エックス線管の焦点から４ｍで、外部放射線に

よる実効線量が１週間につき１.２mSvの場所

Ｃ エックス線管の焦点から５ｍで、外部放射線に

よる実効線量が１週間につき１.５mSvの場所

Ｄ エックス線管の焦点から６ｍで、外部放射線に

よる実効線量が１週間につき１.８mSvの場所

（１）Ａ，Ｂ

（２）Ａ，Ｃ

（３）Ｂ，Ｃ

（４）Ｂ，Ｄ

（５）Ｃ，Ｄ



問１８ エックス線作業主任者に関する次の記述のうち、正

しいものはどれか。

（１）作業主任者は、その職務の一つとして、透過写真

撮影の業務に従事する労働者に対して特別の教育を

行わなければならない。

（２）作業主任者は、その職務の一つとして、管理区域

について作業環境測定を行わなければならない。

（３）作業主任者の氏名及びその者に行わせる事項につ

いては、作業場の見やすい箇所に掲示する等により、

関係労働者に周知させなければならない。

（４）一つの管理区域内で２基のエックス線装置を使用

するときは、２人以上の作業主任者を選任しなけれ

ばならない。

（５）作業主任者を選任したときは、所定の報告書を所

轄労働基準監督署長に提出しなければならない。

問１９ 次のエックス線装置のうち、エックス線装置構造規

格を具備していなくても、譲渡し、貸与し、又は設置

することができるものはどれか。

（１）工業用一体形のエックス線装置

（２）工業用分離形のエックス線装置

（３）医療用のエックス線装置

（４）定格管電圧が１０kＶ未満のエックス線装置

（５）特定エックス線を利用するエックス線装置

ｴｯｸｽ線Ａ

５／５

問２０ エックス線による非破壊検査業務に従事する労働者

４０人を含む３５０人の労働者を常時使用する製造業

の事業場の安全衛生管理体制に関する次の記述のうち、

正しいものはどれか。

（１）総括安全衛生管理者を選任しなければならない。

（２）事業場に専属の産業医を選任しなければならない。

（３）３人以上の衛生管理者を選任しなければならない。

（４）衛生管理者のうち少なくとも１人を専任の衛生管

理者として選任しなければならない。

（５）安全衛生推進者を選任しなければならない。

（午前終り）



エックス線作業主任者試験Ｂ

受験番号 ｴｯｸｽ線Ｂ

１／４

（この科目が免除されている方は、問１～問１０は解答しな

いで下さい。）

（エックス線の測定に関する知識）

問 １ 標準線源を使用して０から１００まで等間隔の目盛

をもつ電離箱式サーベイメーターの校正を行った。標

準線源の強さは電離箱の位置で５４０μSv/ｈであった。

この位置で０から１００のフルスケールまで指針が振

れるのに１００秒を要した。

このサーベイメーターを用いて、実効エネルギーが

１８０keVのエックス線の１cm線量当量を測定したと

ころ、９０秒で６０の目盛まで指針が振れた。

指針は０から１００まで一様の速さで振れるものと

すれば、このエックス線の１cm線量当量率は約何μSv/ｈ

か。

ただし、測定に用いたサーベイメーターの校正定数

は、エックス線のエネルギーが１２０keVのときには

０.８０、２５０keVのときには０.９５であり、この

エネルギー範囲では校正定数は直線的に変化するもの

とする。

（１）３１０

（２）４００

（３）５１０

（４）６８０

（５）７６０

問 ２ 等価線量の算定に関する次の文中の 内のＡか

らＣに入れる語句の組合せとして、正しいものは（１）

～（５）のうちどれか。

「皮膚の等価線量の算定は、 Ａ 線量当量（中性

子線の場合は、 Ｂ 線量当量）によって行うこと。

妊娠と診断された女性が腹部表面に受ける等価線量

の算定は、腹・大腿部における Ｃ 線量当量によっ
た い

て行うこと。」

Ａ Ｂ Ｃ

（１）１㎝ ７０μm １㎝

（２）１㎝ ７０μm ７０μm

（３）１cm ３mm ７０μm

（４）７０μm １㎝ １㎝

（５）７０μm １㎝ ７０μm

問 ３ 各種サーベイメーターに関する次のＡからＤまでの

記述について、正しいものの組合せは（１）～（５）

のうちどれか。

Ａ エックス線装置を使用する施設で、施設の遮へ

い能力を調べる場合は、手順として、まず最初に

応答が早く感度の良いシンチレーション式サーベ

イメーターを用いて漏えい線の有無を調べるとよい。

Ｂ 利用線錐のエックス線の１cm線量当量率の測定
すい

には、ＧＭ計数管式サーベイメーターが最も適し

ている。

Ｃ ３０keV以下の低エネルギーのエックス線の測定

には、エネルギー特性の良好な半導体式サーベイ

メーターが最も適している。

Ｄ 散乱エックス線の１cm線量当量率の測定には、

電離箱式サーベイメーターが最も適している。

（１）Ａ，Ｂ

（２）Ａ，Ｃ

（３）Ａ，Ｄ

（４）Ｂ，Ｃ

（５）Ｃ，Ｄ

問 ４ 個人被ばく線量測定用の放射線測定器である直読式

ポケット線量計、熱ルミネッセンス線量計及び蛍光ガ

ラス線量計の特徴を次の項目について比較した下表中

のＡからＣに該当する測定器の組合せとして、正しい

ものは（１）～（５）のうちどれか。

Ａ Ｂ Ｃ
項 目

放射線測定器

測定可能な線量範囲 中 小 大

湿度の影響 小 大 中

フェーディング 小 大 中

Ａ Ｂ Ｃ

（１）直読式ポケット 蛍光 ガ ラス 熱 ﾙ ﾐ ﾈ ｯ ｾ ﾝ ｽ
線 量 計 線 量 計 線 量 計

（２）直読式ポケット 熱 ﾙ ﾐ ﾈ ｯ ｾ ﾝ ｽ 蛍 光 ガ ラ ス
線 量 計 線 量 計 線 量 計

（３）熱 ﾙ ﾐ ﾈ ｯ ｾ ﾝ ｽ 直読式ポケット 蛍 光 ガ ラ ス
線 量 計 線 量 計 線 量 計

（４）蛍 光 ガラ ス 熱 ﾙ ﾐ ﾈ ｯ ｾ ﾝ ｽ 直読式ポケット
線 量 計 線 量 計 線 量 計

（５）蛍 光 ガラ ス 直読式ポケット 熱 ﾙ ﾐ ﾈ ｯ ｾ ﾝ ｽ
線 量 計 線 量 計 線 量 計



問 ５ 放射線の量と単位等に関する次のＡからＤまでの記

述のうち、正しいものの組合せは（１）～（５）のう

ちどれか。

Ａ Ｇyは、放射線のうちエックス線とガンマ線に

ついてのみ用いられる吸収線量の単位である。

Ｂ 物質１kgに吸収されたエネルギーが１Ｊとなる

ときの吸収線量が１Ｇyである。

Ｃ Ｓvは、放射線防護のために用いられる線量当

量の単位で、等価線量と実効線量の単位としても

用いられる。

Ｄ eＶ(電子ボルト)は、電荷の単位で、１eＶは、

約１.６×１０ Ｃに相当する。
－１ ９

（１）Ａ，Ｂ

（２）Ａ，Ｃ

（３）Ｂ，Ｃ

（４）Ｂ，Ｄ

（５）Ｃ，Ｄ

問 ６ 放射線の測定等の用語に関する次の記述のうち、誤

っているものはどれか。

（１）バックグラウンドとは、測定しようとする対象以

外の放射線による計測値をいう。

（２）方向依存性とは、放射線の入射方向により検出器

の感度が異なることをいう。

（３）測定器の積分回路の時定数とは、測定器の指示の

即応性に関係した定数で、時定数を大きくすると、

応答速度は遅くなる。

（４）数え落としとは、入射放射線の線量率が低く測定

器の検出限界に達しないことにより計数されないこ

とをいう。

（５）不感時間とは、計数管などが放射線の入射により

一度作動した後、一時的に検出能力を失い、出力パ

ルスが生じない時間をいう。

問 ７ 気体の電離を利用する検出器の印加電圧に対応した

次の領域のうち、放射線が入射したとき得られる電離

電流の大きさが、一次イオン対の電離量と無関係で、

計数管によって決まる一定の値となるものはどれか。

（１）再結合域

（２）電離箱域

（３）比例計数域

（４）ガイガー・ミュラー計数域

（５）連続放電域

ｴｯｸｽ線Ｂ

２／４

問 ８ ＧＭ計数管に関する次の記述のうち、正しいものは

どれか。

（１）ＧＭ計数管には、電離気体として、空気が封入さ

れている。

（２）ＧＭ計数管では、放射線のエネルギーを分析する

ことができない。

（３）プラトーが長く、その傾斜が大きいほど、計数管

としての性能が良い。

（４）一般に、分解時間は、回復時間より長い。

（５）エックス線に対する計数効率は、１０～２０％で

ある。

問 ９ 放射線検出器とそれに関係の深い事項との組合せと

して、正しいものは次のうちどれか。

（１）半導体検出器 ……………… 空乏層

（２）化学線量計 ………………… Ｗ値

（３）ＧＭ計数管 ………………… グロー曲線

（４）比例計数管 ………………… 窒息現象

（５）シンチレーション検出器 … 電子－正孔対

問１０ エックス線用フィルムバッジに関する次の記述のう

ち、正しいものはどれか。

（１）測定可能な下限線量は、約１μSvである。

（２）バッジフィルムは、１００～２００keVのエネル

ギー範囲のエックス線に対する感度が最も高い。

（３）バッジフィルムから線量を求める際には、コント

ロールフィルムの線量を加算して補正する。

（４）バッジケースのフィルターとしては、アルミニウ

ム、鉄及びニッケルが用いられている。

（５）フィルムバッジでは、入射放射線の平均的なエネ

ルギーを推定することができる。



（この科目が免除されている方は、問１１～問２０は解答し

ないで下さい。）

（エックス線の生体に与える影響に関する知識）

問１１ 細胞の放射線感受性に関する次のＡからＤまでの記

述のうち、正しいものの組合せは（１）～（５）のう

ちどれか。

Ａ 細胞分裂の頻度の高い細胞ほど放射線感受性が

高い。

Ｂ 形態の分化が進んだ細胞ほど放射線感受性が高

い。

Ｃ 細胞分裂のどの過程にあるかによって、その細

胞の放射線感受性は変わる。

Ｄ 細胞の放射線感受性の指標として、半致死線量

が用いられる。

（１）Ａ，Ｂ

（２）Ａ，Ｃ

（３）Ｂ，Ｃ

（４）Ｂ，Ｄ

（５）Ｃ，Ｄ

問１２ 次のＡからＤまでの人体の臓器・組織について、放

射線に対する感受性の高いものから低いものへと順に

並べたものは（１）～（５）のうちどれか。

Ａ 肝 臓

Ｂ 汗 腺
せ ん

Ｃ 脂 肪 組 織

Ｄ リンパ組織

（１）Ａ, Ｃ, Ｄ，Ｂ

（２）Ａ，Ｄ, Ｂ, Ｃ

（３）Ｂ，Ａ, Ｃ, Ｄ

（４）Ｄ，Ｂ, Ａ, Ｃ

（５）Ｄ, Ｃ, Ｂ, Ａ

問１３ 放射線による次のＡからＤまでの障害のうち、しき

い線量が存在するものの組合せは（１）～（５）のう

ちどれか。

Ａ 永 久 不 妊

Ｂ 白 血 病

Ｃ 遺 伝 的 障害

Ｄ 白 内 障

（１）Ａ，Ｂ

（２）Ａ，Ｃ

（３）Ａ，Ｄ

（４）Ｂ，Ｃ

（５）Ｂ，Ｄ

ｴｯｸｽ線Ｂ

３／４

問１４ 放射線による身体的影響の潜伏期に関する次の記述

のうち、誤っているものはどれか。

（１）身体的影響は、潜伏期の長短によって、急性影響

と晩発性影響に分類される。

（２）急性影響の潜伏期の長さには、被ばくした組織の

幹細胞が成熟するまでの時間と成熟細胞の寿命が関

係する。

（３）眼の被ばくで起こる白内障は、潜伏期が平均約１

月程度で、急性影響に分類されている。

（４）晩発性影響である白血病の平均的な潜伏期は、そ

の他のがんに比べて短い。

（５）晩発性影響には、その重症度が被ばく線量に依存

するものと、しないものとがある。

問１５ 下図は、全身がエックス線に一時的に大量照射され

たときの血液成分の変化を模式的に示したものである。

図中の曲線Ａ、Ｂ、Ｃにあてはまる成分を示した次

の組合せのうち、正しいものはどれか。

％

100

血

球 Ａ

数 Ｂ

比 Ｃ

0
→ 照射後経過日数

Ａ Ｂ Ｃ

（１）白血球 血小板 赤血球

（２）白血球 赤血球 血小板

（３）血小板 赤血球 白血球

（４）赤血球 白血球 血小板

（５）赤血球 血小板 白血球

問１６ 皮膚にエックス線を照射したとき、２週間後に、充

血、強い紅斑、腫脹とともに脱毛が生じた。水疱やび
はん しゅ ほう

らんはみられなかった。約４週間後に、色素沈着を残

し落屑し正常な皮膚にもどった。
せつ

このとき皮膚が被ばくしたおよその線量は次のうち

どれか。

（１）０.５Ｇy

（２） ２Ｇy

（３） ６Ｇy

（４） ２０Ｇy

（５） ３０Ｇy



問１７ マウスの全身にエックス線を１回照射したときの線

量-死亡率曲線（横軸に線量を、縦軸に被ばくした集団

のうち３０日以内に死亡した個体の割合を百分率で示

したもの）として、妥当なグラフは（１）～（５）の

うちどれか。

％
（１）

100

50

0 Gy

％
（２）

100

50

0 Gy

％
（３）

100

50

0 Gy

％
（４）

100

50

0 Gy

％
（５）

100

50

0 Gy

ｴｯｸｽ線Ｂ

４／４

問１８ 次のＡからＤまでの事項のうち、放射線による遺伝

的影響と関係の深いものの組合せは（１）～（５）の

うちどれか。

Ａ 催 奇 形

Ｂ 突 然 変 異

Ｃ 発 育 遅 延

Ｄ 染色体異常

（１）Ａ，Ｂ

（２）Ａ，Ｃ

（３）Ｂ，Ｃ

（４）Ｂ，Ｄ

（５）Ｃ，Ｄ

問１９ 放射線の生体への作用に関する次の記述のうち、正

しいものはどれか。

（１）放射線被ばくには、外部被ばくと内部被ばくとが

あり、エックス線の場合には双方の被ばくが問題と

なる。

（２）１回の照射で総線量が同じでも、一般に線量率が

高くなると、作用は増強される。

（３）直接作用とは、放射線によって水の分子がフリー

ラジカルになり、これが生体高分子を破壊し、細胞

に障害を与える作用をいう。

（４）エックス線などの間接電離放射線の二次電子が生

体高分子に与える作用を間接作用という。

（５）生体中にシステイン、システアミンなどのＳＨ化

合物が存在していると、間接作用が増強される。

問２０ 放射線の線量と生体に与える効果との関係に関する

次の記述のうち、正しいものはどれか。

（１）確定的影響では、被ばく線量に比例して発生率が

増加する。

（２）白血病は、確定的影響の一つである。

（３）遺伝的影響は、確率的影響の一つである。

（４）確定的影響を評価するために、実効線量が用いら

れる。

（５）放射線防護の目的は、確率的影響の発生を完全に

防止することである。

（終 り）


